
パナソニックは、シネマ制作業界に向け、満を持してＥＦマウント⽅式の５．７Ｋコンパク
トシネマカメラＡＵ－ＥＶＡ１（ＥＶＡ１）を投⼊した。ＥＶＡ１開発にあたり、⽇⽶欧のシ
ネマ業界に携わる⼀⼈ひとりの意⾒・要望を聞き、ユーザーが望むスペック、デザインに仕上
げている。約１万ドルの価格ながら、映像制作のプロを満⾜させる⾼品質な仕上がりは、多く
のユーザーから⾼い評価を受けている。企画・開発に携わったプロジェクトチームのスタッフ
にＥＶＡ１の優れた性能を紹介してもらう。

パナソニック、
EVA1によりフィルム市場での勢いを加速

ＥＶＡ１は、放送業界で⻑年
培ってきたパナソニックの業務
⽤カメラレコーダーの開発技術
を惜しみなく投⼊し、シネマ制
作業界に向け提案する戦略モデ
ルで、ミドルレンジからハイエ
ンドまで幅広い映像制作ニーズ
にしっかり応える性能を持つ。

同社のラインアップの中では、
４Ｋミラーレスカメラ「ＬＵＭ
ＩＸ ＧＨ５」と４Ｋシネマカ
メラ「ＶＡＲＩＣＡＭ ＬＴ」
との間のゾーンを満たすもので、
同社としては、今までに無かっ
たミドルゾーンへの初めての投
⼊となる。制作業界に向け、パ
ナソニックの”本気”を⾒せるカ
メラとして、⾃信を持って市場
に送り出した。

◇ ◇
同機は個⼈ユーザーでも購⼊

できる１万ドルを割る価格設定
ではあるが、もともとこのゾー
ンには個⼈のセミプロユーザー
から、ハイエンドユーザーのサ
ブカメラまで、幅広いユー
ザー・⽤途が多く、１⼈ひとり
の要望が異なり、多岐にわたる
ニーズが存在する。

そこで開発にあたっては、ま
ず⽇⽶欧の映像制作スタッフや
専⾨家を養成する学校の学⽣な
ど、幅広いユーザーの意⾒・要
望を聞き、商品開発に反映させ
た。
ＥＶＡ１開発プロジェクトにお
いて、最初の企画⽴ち上げから
携わったのがパナソニック コ
ネクティッドソリューションズ
社（ＣＮＳ）メディアエンター
テインメント事業部プロダク
ションセンター商品設計部の⽩
濱洋史係⻑（商品設計５課三
係）だ。

ＣＩＮＥＭＡ ＶＡＲＩＣＡ
ＭシリーズとＧＨ５の中間ゾー
ンに、はじめて本格的に投⼊す

るＥＶＡ１だが「シネマ制作業
界の中⼼は アメリカです。Ｅ
ＶＡ１本格投⼊を前に、１６年
のハロウィンの時期に、アメリ
カでは東海岸からテキサス、ロ
スまで、多くの映画業界の関係
者にヒヤリングを⾏いました」
と話す。

「ミドルゾーンのユーザーの
要望は多岐にわたり⼀⼈ひとり
の要望が異なるため、どこのお

客さまの要望に合わせるか、ま
た競合他社も多く、当社が後発
でこのゾーンに出すわけですか
ら、どこに（性能の）特⾊を出
していくかが最も苦労しまし
た」という。

⽩濱⽒によると、ある時同社
のＧＨ５やＶＡＲＩＣＡＭ Ｌ
Ｔを使っているアメリカの
ディーラー（レンタル会社オー
ナー）に、ＥＶＡ１のモック
アップを持って⾏ったところ、
そこで「“これはいい。今すぐ
欲しい︕”と⾔っていただけま
した」と⾼く評価されたという。

⽩濱⽒はこの反響を聞いて
「この⼈が欲しいというカメラ
を作ろう」と考えたと同時に、
「これなら競合の多いミドル
ゾーンの市場で勝てるはずだと
⾃信を持ちました」と話す。

■ＥＶＡ１の⾼性能技術
そのユーザーが評価した特⻑

の１つはイメージセンサーだ。
新開発の５．７Ｋスーパー35ｍ
ｍＭＯＳスーパー35ｍｍＭＯＳ
センサーなら、４Ｋ以上の解像
度を出せるセンサーとして、⼗
分な性能を出せる。

イメージセンサーの⾼画素化
と、シネマカメラに求められる
ダイナミックレンジの相対する
２つの課題をクリアした５．７
Ｋイメージセンサーの開発で、
ユーザーの⾼い要望に応える解
像度を実現する。

また重要なのは４Ｋ解像度で
も⾼画質の１０ビット４︓2︓
２記録をＳＤカードに記録する
ことだ。ＥＶＡ１がターゲット
とするミドルゾーンのユーザー

⽩濱洋史係⻑
（商品設計部）

に、撮影予算を抑えつつも⾼画
質な収録を⾏ってもらうために、
記録媒体にＳＤカードを採⽤し、
１０ビット４︓２︓２の記録を
実現した。さらにレンズのシス

テムをどうするかも課題だった。
「マイクロフォーサーズマウン
ト、および、マウント交換対応
という議論もありましたが、
ターゲットをＥＦマウントに絞
りました。これもヒヤリングの
結果を受けたものです。」と⽩
濱さん。

⽩濱さんとともに商品企画を
担当したプロダクトセンター商
品戦略企画部イメージシステム
課の並川実主務は、「ハイエン
ドユーザーにはコンパクトカメ
ラ・サブカメラとして、エント
リユーザーにはバリューアップ
してもらえるカメラとして、新
しいセンサー、エンジンを搭載
したＥＶＡ１を企画しました」
と話す。

ＥＶＡ１についてはネーミン
グにも凝ったという。「馴染み
を持って呼んでいただける品番
としてＥＶＡ１としました。エ
ントラントクラス オブ バリ
カムという意味でつけました。
シネマカメラ市場では愛称で呼
ばれるカメラが多いですから。
ユーザーからはＥＶＡ１（エ
ヴァワン）と親しみを込めて呼
ばれるようになりました」
（同）という。愛称で呼ばれる
ことは、それだけ市場から受け
⼊れられている証拠だ。

■５．７Ｋセンサーの⾼品
質
⾃社開発の５．７Ｋイメージセ

サーを搭載するのがＥＶＡ１の
最⼤特徴の１つだ。画質の
チューニングを担当した商品設
計部商品設計五課の髙橋浩樹さ
んは「４Ｋ解像度を出すのに⼗
分な５．７Ｋセンサーの場合、
画素数が約2倍に増える分、ダ
イナミックレンジという点では
不利になります。しかし、イ
メージセンサーの性能を最適化
することで、１４ストップとい
う広いダイナミックレンジを実
現することができました」と話
す。

⾊使いについてもＶＡＲＩＣ
ＡＭを継承するシネマ画質の⾊
再現を実現する。Ｖ－Lｏｇ
モードでのカラースペースはＶ
－Ｇａｍｕｔで、ＶＡＲＩＣＡ
Ｍと同じカラースペースとし、
ＢＴ．２０２０カラーベースを
フルにカバーする⾊域を実現す
る。

「ＶＡＲＩＣＡＭでは忠実な
⾊再現、肌⾊の温かみを評価い
ただいています。EVA1でも同
じV-Log、V-Gamutを実現して
おり、ＶＡＲＩＣＡＭのサブカ
メラとしても最適なカメラで

す」と髙橋さん。

■デュアルネイティブＩＳ
Ｏ

同様にＶＡＲＩＣＡＭ３５
に初めて投⼊した技術である
デュアルネイティブＩＳＯも
ＥＶＡ１に搭載している。Ｉ
ＳＯ８００とＩＳＯ２５００
とベースのＩＳＯを２つ持っ
ている。

「通常、暗い環境で撮影す

る場合、ＩＳＯを上げることで
感度は上がりますが、その分ノ
イズの多い映像になります。し
かし、ＥＶＡ１のデュアルネイ
ティブＩＳＯを使うと
「ISO800とISO2500のノイズ
感が同等になります。
ISO2500を使うことで、暗い
環境でも照明を少なく、結果的
にコストも抑えることが可能で
す」（髙橋さん）。

近年、映像制作現場では⾃然
なライティングが好まれる傾向
がある。暗いところでも⾼感度、
低ノイズの画を撮れるデュアル
ネイティブＩＳＯの技術を搭載
したＶＡＲＩＣＡＭがこの業界
に⽀持されたのもこの点だ。

「⾃然光で撮りたいなど、撮
影の状況に合わせ感度を選べ、
幅広い画作りが可能になりま
す」（並川さん）と話す。
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鈴⽊仁⼠係⻑
（ソフト設計部）
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■１０ビット４︓2︓２記録
をＳＤカードに

ＥＶＡ１では４Ｋ解像度でも
⾼画質記録ができる新エンジン
を使っているが、ソフト設計部
ソフト設計課の鈴⽊仁⼠係⻑が
その開発の責任者を務めた。

ＥＶＡ１は⾼画質だけではな
く、コンパクト、低予算化を特
⻑とするため、１０ｂｉｔの
コーデックに対応すること、か
つＳＤカードを使い記録するこ
と、この２つの開発に取り組み

ＥＶＡ１をプロユースのカメラ
レコーダーに仕上げた。

１０ｂｉｔのコーデックはも
ともと同社のシネマカメラであ
るＶＡＲＩＣＡＭ、Ｐ２カメラ
レコーダーで採⽤した同社の差
別化技術であり、ＡＶＣ－Ｉｎ
ｔｒａ
やこれを踏襲したＡＶＣ－ＵＬ
ＴＲＡのネーミングでファミ
リーとして訴求している。

「ＡＶＣ－ＵＬＴＲＡのベー
スとなるＨ．２６４／１０ビッ
トのコーデック技術を開発した
グループと⼀緒に、このコンパ
クトサイズのＥＶＡ１にも同じ
品質の圧縮コーデックを開発し
ました。電⼒や発熱、メモリ帯
域不⾜など、多くの課題があり

ましたが、ひとつひとつエンジ
ン内部の信号フローを最適化し
ていくことで開発を実現しまし
た。記録した後の映像ファイル
の画質性能もＡＶＣ－ＵＬＴＲ
Ａの圧縮コーデックに遜⾊ない
レベルまで到達できています」
（鈴⽊さん）と話す。

もう⼀つ重要なのはＳＤカー
ドへの記録品質だ。低予算化の
ためＳＤカードを採⽤するが、
ＳＤカードといっても品質はま
ちまちだ。同社ではパナソニッ

ク製のＳＤカードの使⽤を推奨
するものの、他社製のＳＤカー
ドを使⽤するユーザーもいる。

そのため「スピード規格を満
たしているＳＤカードであれば、
他社製のＳＤカードにも出来る
限り対応できるように、ＳＤ
カードの記録品質を向上させる
開発に時間をかけました。ＳＤ
カード１００種類以上、⼟⽇も
返上して延べ１ヶ⽉以上、１０
万回以上の記録ができるという
評価やチューニングを⾏って、
ＳＤカードへの記録品質も⼗分
に⾼いものに仕上げました」
（鈴⽊さん）という。

現在、１５０Ｍｂｐｓ、２０
０Ｍｂｐｓという⾼レートな速
度でも、⼗分速度が出る仕様に

なっている。さらに⾼レートの
４００Ｍｂｐｓに対応できるソ
フトも開発され、4⽉にリリー
スされた。 ＳＤカードを２枚
収納できるダブルスロット記録
も信頼性を⾼める機能だ。交換
しながら繰り返し⻑時間記録で
きるリレー記録や、同じ映像を
バックアップとしても使える信
頼性の⾼いサイマル記録ができ
る。

鈴⽊さんは「センサー画像の
⾼速圧縮、⾼速記録も苦労した

ところです。ＥＶＡ１では、Ｖ
ＦＲ記録のうち２４０ｐ記録が
できるのも⼀つの特⻑です」と
話す。２４ヘルツのクリップ記
録をベースに、１０倍の速さと
なる２４０ｐのＶFＲ記録をす
るので、１０倍スローの再⽣が
可能だ。

「１０倍の速さで画像の圧縮
と記録をするので、これに追い
つく⾼速処理をしないと破綻し
てしまいます。 ２４０ｐ記録は
４．２㍉秒で1枚の画を記録し
なければなりません。このス
ピードに間に合うよう、何ヶ⽉
もかけてソフトウェアをチュー
ニングし、4．２㍉秒を実現し
ました」（鈴⽊さん）という。

このほか「今回記録以外でも

使いやすくするため表⽰系にも
こだわりました。例えばホーム
画⾯で撮影に必要な情報が⼀⽬
瞭然でわかり、さらにタッチ画
⾯にも対応し、映像を⾒ながら
ワンタッチで選択できるように
し、これも⾮常に好評です」
（鈴⽊さん）という。

また普段のビュー画⾯におい
ても、映像表⽰領域とＯＳＤ
（オンスクリーンディスプレ
イ）表⽰領域（ＩＳＯ、ホワイ
トバランス等）をきっちり分け
て⾒やすくしている。「OSDが
映像に重ならず、ユーザーが映
像に集中できることを重視した
デザインとしました」と話す。

■デザインも重視
制作⽤カメラでは画質、性能

重視はもとより、デザインも重
要な要素となっている。デザイ
ンセンターの森下悦仁主任デザ
イナーは「企画当初はレンズ⼀
体型のメモリーカード・カメラ

レコーダー「ＤＶＸ２００」を
イメージしたモックアップも作
りましたが、ヒヤリングの結果
を踏まえて、ＶＡＲＩＣＡＭの
シルエットに近いデザインへと
⽅向転換しました」という。

持ちやすさも軽量・コンパク
トな機動性があるカメラには求
められる。「ＮＤフィルターの
幅を薄くするため光学設計のス
タッフに⼩型・コンパクト化に
してもらうなど、様々な要望を
出しながらコンパクトを追求し
ました」（森下さん）と話す。

「⽤途として３軸ジンバルや
ドローンに乗せるため重⼼バラ
ンスの良いデザインを採⽤しま
した。ミドルゾーンのユーザー

によく使われている３軸ジンバ
ルのローニン（Ｒｏｎｉｎ）M
にもフィットする⼤きさとなっ
ています」（森下さん）と話す。
「ビューファインダーは思い
切って無くし、ＬＣＤだけにし
ました。また、カメラリア部の
⾓を落としています。これによ
りジンバルを使う際に、パン・
チルトの稼働範囲を広く取るこ
とができます」（並川さん）

また「デザイン的には、カメ
ラが主張するように⾚のライン
を採り⼊れました。ＤＶＸ２０
０とは違い、落ち着いた⾊、か
つ、細いラインを出しました」
（森下さん）という。Ｏ＆Ｏ
ユーザーの、”持つことの楽し
み”も重要な要素と捉えデザイ
ンには気を遣った。
外装にも⼯夫を重ねている。軽
量化を図るためアルミダイカス
トを使い、極⼒薄⾁化した。ま
たワンタッチでロック解除する
ことでグリップの着脱ができる

ワンタッチ着脱グリップも搭載
する。

外装を担当したプロダクショ
ンソリューションセンター機械
光学設計部の⼭⽥純也主任技師
は「ワンタッチ着脱ながら、ガ
タ付きはなく、付けたり・外し
たりを簡単にできるよう配慮し
ました。ハンドルもネジ式で外
しやすい構造とし、メンテナン
スがしやすい点も考慮しまし
た」と話す。

ジンバルやドローンに乗せる
場合を考え、「全体のサイズ感
はローニンMに対応できるよう
に、内部の構成を考えました。
毎週のように基板、端⼦の配置
をハード設計者と議論を重ね、

このサイズ、デザインを実現し
ました」（⼭⽥さん）という。

ハンドル、グリップを外して
も全⾯フラットで周辺機器・ア
クセサリもつけやすくするなど、
こだわりのポイントは多い。
「サードパーティーメーカーに
も早い時期に情報を共有して、
カメラ発売のタイミングでアク
セサリがそろうように取り組ん
できました」（並川さん）とい
う。

「ユーザーの好み、⽤途に合
わせて、カスタマイズのしやす
いデザインとなっています。1
つ、我々も想定していなかった
うれしい誤算が、ＰＬレンズを
使いたいというユーザーのため
にＰＬマウントに交換できるア
クセサリをＷｏｏｄｅｎ ＣＡ
ＭＥＲＡさんが作ってくれたこ
とです。」（⽩濱さん）。

「お客様、サードパーティー
メーカーがいろいろ使い⽅を考
えてくださってますね。」（並
川さん）とし、「カメラ⾃⾝が
いい評価をしてもらえているか
らこそだと思います」（⽩濱さ
ん）と捉えている。

■終わりに
パナソニックが制作市場に向

け、闘魂して開発したＥＶＡ１。
「かつて、我々は、初代
VARICAM、DVX100を通じて、
制作市場の発展に貢献してきた
という誇りも持っています。今、
VARCAM 35、LT、PURE、そ
してEVA1によって、再度、市
場からの信頼感を取り戻しつつ
あると⼿ごたえを感じています。
今後もユーザーの声に⽿を傾け、
市場のニーズに応えていきたい
と思います」（並川さん）と意
欲的だ。今後も制作市場をリー
ドしていく製品開発を加速して
いく⽅針だ。

AU-EVA1シネマカメラの企画開発に携わったパナソニックのチームメンバー

© Dempa Publications, Inc.
The contents of this article is 
protected by international 
copyright laws.


